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福岡県西方沖地震
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●福岡県西方沖地震
関運記事 1 ~3・12面

●市成果指標
最新数値をお知らせしますー4面

●家庭ごみ処理10月から有料に一 5面

人口／1,393,648人
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3月20日 福岡県西方沖地震

地
震
で
損
傷
し
た
屋
根
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
玄
界
島
の
家
屋

゜

゜

三
月
二
十
日
午
前
十
時
五
十
三
分

頃
、
福
岡
市
の
北
西
約
二
十
げ
の
玄
界

灘
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
、
九

州
北
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
、
震
度
は
福
岡
市
東
区
・

中
央
区
、
前
原
市
な
ど
で
6
弱
、
そ
の

ほ
か
九
州
か
ら
関
東
地
方
の
一
部
に
か

け
て
1
S
5
強
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
管
区
気
象
台
が
観
測
を
開
始
し

た
一
八
九
0
年
以
降
、
県
内
で
観
測
さ

れ
た
震
度
は
4
が
最
大
で
し
た
が
、
今

回
は
そ
れ
を
上
回
り
、
観
測
史
上
最
大

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

震
源
地
に
近
い
福
岡
市
で
は
、
四
月

五
日
時
点
で
死
者
一
人
、
負
傷
者
六
百

三
十
五
人
の
人
的
被
害
が
発
生
。
住
家

被
害
は
二
千
百
三
十
八
棟
に
上
り
、
中

で
も
西
区
玄
界
島
で
は
、
全
二
百
二
十

五
棟
の
家
屋
の
約
八
割
が
全
半
壊
す
る

な
ど
被
害
は
甚
大
で
、
す
べ
て
の
島
民

が
市
九
電
記
念
体
育
館
な
ど
へ
避
難
し

ま
し
た
。

ー
三
月
二
十
日
の
福
岡
県

西
方
沖
地
震
で
被
害
を
受

け
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

一
瞬
に
し
て
市
民
生
活

に
深
い
つ
め
跡
を
残
し
た

こ
の
震
災
も
、
市
民
や
企

業
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
か

い
あ
っ
て
、
交
通
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
な
ど
は
い
ち
早

く
通
常
の
状
態
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
い
ま

だ
に
多
く
の
被
災
者
の
皆

さ
ん
が
こ
自
宅
に
戻
る
こ
と

も
で
き
ず
、
避
難
所
で
不
安

な
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま

す。
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
C
苦

労
を
思
っ
と
き
、
一
日
で
も

早
く
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
意
を
新
た
に
す

る
次
第
で
す
。

玄
界
島
の
皆
さ
ん
の
た

め
の
仮
設
住
宅
建
設
は
今

月
末
の
完
成
を
目
指
し
て

着
々
と
進
ん
で
お
り
、
さ

ら
に
被
災
者
の
皆
さ
ん
の

生
活
再
建
に
向
け
た
施
策

実
施
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
安
全
で
安
避
難
所
を
見
舞
う
山
崎
市
長

市
は
、
同
日
午
前
十
一
時
二
十
分

に
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
情
報

収
集
や
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
へ
の
協

力
を
得
て
玄
界
島
住
民
の
救
出
な
ど
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。

祝
日
で
休
業
だ
っ
た
職
員
は
、
災
害

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
し
各
職
場
へ
自

主
登
庁
。
鉄
道
の
運
休
な
ど
交
通
網
が

遮
断
さ
れ
る
中
、
地
震
発
生
か
ら
四
時

間
半
後
に
は
、
全
職
員
の
約
三
割
に
あ

た
る
三
千
百
七
十
二
人
が
到
着
し
、
被

害
へ
の
対
応
に
奔
走
し
ま
し
た
。

大
地
震
の
発
生
か
ら
数
週
間
が
経

ち
、
市
内
の
交
通
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

正
常
に
戻
っ
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
被

害
に
苦
し
む
多
く
の
被
災
者
が
い
ま

す
。
現
在
、
市
は
、
見
舞
金
や
市
税
の

減
免
、
市
営
住
宅
へ
の
一
時
入
居
、
各

種
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
の
被
災
者
支

援
策
の
実
施
や
、
港
湾
・
道
路
・
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
向
け
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

(
2
.
3
.
1
2
面
に
関
連
記
事
）

心
で
き
る
生
活
の
回
復
に

最
大
瞑
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。栢

旧
ヤ
＇
ふル

埼

広

u."

市
、
復

IH
に
全
力
で
取
り
組
む

゜

舌竹 那津美さんの作品） ra100::::：ん°累、ます
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ぢ全
避難所で生活する玄界島の皆さん

子
ど
も
も
お
り
、
体
育
館

の
床
に
敷
い
た
畳
の
上

で
、
被
害
を
受
け
た
自
宅

を
心
配
し
な
が
ら
の
不
自

由
な
生
活
で
す
。

玄
界
校
区
の
自
治
会
長

で
、
避
難
所
の
住
民
代
表

を
務
め
る
寺
田
至
さ
ん

（六九
）は

「負
け
て
は
い
ら

れ
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

元
の
生
活
に
戻
る
ま
で

に
は
、
住
む
場
所
の
こ
と

や
子
ど
も
の
教
育
の
こ
と

な
ど
、
住
民
と
行
政
が
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

山
積
み
し
て
い
ま
す
。
ま

た
住
民
の
多
く
は
漁
業
を

住
民
に
不
自
由
な

H
々
続
く

田寺

は
」
と
寺
田
さ
ん
は
言
葉

に
力
を
込
め
ま
す
。

ま
た
避
難
所
に
は
、
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
救
援
物
資
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
寺
田
さ

ん
は
「
涙
が
出
る
ほ
ど
う

れ
し
か
っ
た
。
住
民
を
代

表
し
て
お
礼
を
言
い
た 至さん

市
九
電
記
念
体
育
館
に

設
け
ら
れ
た
避
難
所
で

は
、
四
百
四
十
人
も
の
玄

福
岡
市
は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
地
震
を
経
験
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
福
岡
市
を
突
然
襲
っ
た
地
震
で
、
市
内
は
一
時
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
●
都

市
の
機
能
は
比
較
的
速
や
か
に
回
復
し
た
も
の
の
、
西
区
の
玄
界
島
と
西
浦
地
区
、
宮

浦
地
区
、
東
区
の
志
賀
島
で
は
被
害
が
非
常
に
大
き
く
、
余
震
が
続
く
中
、
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
、
災
害
対
策
本
部
を
中
心

に
、
次
々
に
入
っ
て
く
る
被
害
に
関
す
る
情
報
の
確
認
と
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

震
度
6
弱
を
記
録
し
た
都

心
・
中
央
区
で
は
、
プ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
る
、
建
物
の
壁

の
一
部
が
は
が
れ
落
ち
る
な

ど
の
被
害
が
多
発
し
ま
し

た
。
天
神
一
丁
目
で
は
、
地

上
十
階
建
て
の
ビ
ル
の
ガ
ラ

ス
四
百
枚
以
上
が
割
れ
て
歩

道
に
落
下
し
、
通
行
人
が
け

が
を
す
る
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。ま

た
大
名
一
丁
目
で
は
、

雑
居
ビ
ル
が
倒
壊
す
る
恐
れ

が
出
た
た
め
、
市
が
避
難
勧

告
を
出
し
、
ビ
ル
の
補
強
工

事
が
終
わ
る
ま
で
付
近
の
住

民
が
大
名
小
学
校
に
避
難
す

る
騒
ぎ
も
あ
り
ま
し
た
。

最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た

玄
界
島
と
西
浦
地
区
、
宮
浦

地
区
、
志
賀
島
で
は
、
二
千

百
七
十
二
戸
の
建
物
の
う
ち

三
百
四
十
三
戸
が
、
市
の

「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
」
に
よ
り
立
ち
入
り
が

「
危
険
」
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
西
浦
地
区
で
は
、
が
け

崩
れ
の
恐
れ
に
よ
り
避
難
勧

告
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
深
刻

な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
地
震
で
市
が
出
し

た
避
難
勧
告
は
六
件
で
す
。

こ
の
う
ち
▽
建
築
物
倒
壊
の

恐
れ
に
よ
る
も
の
11中
央
区

二
件
、
博
多
区
二
件
▽
が
け

崩
れ
の
恐
れ
に
よ
る
も
の
II

界
島
の
住
民
の
皆
さ
ん

が
、
今
も
避
難
生
活
を
続

け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や

東
区
一
件
、
西
区
一
件
ー

で
、
勧
告
を
受
け
た
人
の
数

は
百
二
十
三
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
避
難
所
に
避
難

し
た
人
の
数
は
、
最
も
多
か

っ
た
三
月
二
十
日
夜
の
時
点

で
二
千
七
百
五
十
九
人
、
立

ち
入
り
が
「
危
険
」と
判
定
さ

れ
た
建
物
の
数
は
、
全
市
で

は
四
百
五
十
三
戸
に
上
っ
て

い
ま
す
。
（
数
字
は
す
べ
て

四
月
五
日
現
在
）

地
震
発
生
の
直
後
、
地
下

鉄
と
J
R
、
西
鉄
電
車
は
い

っ
た
ん
運
行
を
停
止
し
ま
し

た
が
、
夕
方
に
は
線
路
の
点

営
ん
で
お
り
、
春
は
稼
ぎ

時
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
漁
に
出
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
生
計
に
も
不
安

が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
島
を
復
興
す
る
た
め

に
、
住
民
が
心
を

―
つ
に

し
て
が
ん
ば
ら
な
く
て

三
月
二
十
九
日
、
県
は

仮
設
住
宅
の
建
設
に
着
手

し
ま
し
た
。

「
島
に
帰
り
た
い
」
と

の
声
は
大
き
い
も
の
の
島

t

内
だ
け
で
は
必
要
な
土
地

を
確
保
で
き
な
い
た
め
、

住
民
と
市
、
県
で
話
し
合

い
、
玄
界
島
と
中
央
区
港

の
「
か
も
め
広
場
」
に
そ

れ
ぞ
れ
百
戸
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
は
、
四
月
―
―
―

十
日
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
住
民
の
生
活
再
建
に

向
け
た
一
歩
を
よ
う
や
く

踏
み
出
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の

建
設
始
ま
る

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
市
の
機
能
は

速
や
か
に
回
復

2005年（平成17年）4月15日

突
然
の
災
害
に＿ 
時
混
乱
も

経
験
な
い
規
模
の
地
康

検
を
終
え
、
全
線
で
運
行
を

再
開
し
ま
し
た
。
ま
た
路
線

バ
ス
の
運
行
に
は
、
特
に
支

障
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

電
話
は
一
時
つ
な
が
り
に

く
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の

日
の
う
ち
に
ほ
ぽ
回
復
。

水
、
電
気
、
ガ
ス
に
つ
い
て

も
、
一
部
で
短
時
間
の
停
電

や
漏
水
、
ガ
ス
漏
れ
の
ほ

か
、
ガ
ス
の
安
全
装
置
が
作

動
し
て
使
え
な
く
な
る
な
ど

の
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
も
の

甲壺竺‘

m
x
 

玄界灘

こ

問
題
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

こ。t
 

地
震
後
、
営
業
を
停
止
し

＇
て
い
た
百
貨
店
や
天
神
地
下

街
の
ほ
か
、
多
く
の
商
業
施

設
は
、
翌
日
に
は
営
業
を
再

開
し
ま
し
た
。

連
休
明
け
の
翌
々
日
か
ら

は
、
企
業
の
活
動
も
お
お
む

ね
通
常
通
り
に
行
わ
れ
、
福

岡
市
の
都
市
と
し
て
の
機
能

は
、
速
や
か
に
回
復
し
ま
し

た。

市
も
対
応
に
全
力

市
の
災
害
対
策
本
部
は
、
認
を
急
ぎ
ま
し
た
。
現
場
を

地
震
発
生
か
ら
二
十
七
分
後
回
っ
た
り
、
関
係
団
体

に
、
本
庁
舎
の
七
階
に
あ
る
に
連
絡
を
取
っ
た
り
し

災
害
対
策
本
部
室
に
設
置
さ
て
情
報
を
収
集
す
る
と

れ

ま

し

た

。

同

時

に

、

市

民

か

ら

寄

一
方
、
区
役
所
を
は
じ
め
せ
ら
れ
て
く
る
通
報
を

と
し
た
市
の
各
所
属
で
は
、
集
約
、
全
力
で
対
応
に

登
庁
し
て
き
た
職
員
が
、
水
あ
た
り
ま
し
た
。

道
、
住
宅
、
道
路
、
学
校
、
各
所
属
が
把
握
し
た

港
湾
、
福
祉
施
設
、
市
場
、
情
報
は
、
随
時
、
電
話

こ
み
処
理
施
設
な
ど
、
あ
ら
や
フ
ァ
ク
ス
で
災
害
対

ゆ
る
分
野
で
被
害
状
況
の
確
策
本
部
に
報
告
さ
れ
ま

こ

れ

ま

で

に

な

い

規

模

の

で

す

。

志

賀

島

の

北

か

ら

北

地

震

で

し

た

が

、

そ

の

仕

組

西

方

向

に

、

約

二

十

五

キ

ロ

の

み

は

次

の

と

お

り

で

す

。

長

さ

で

六

十

稔

s
一
認
ほ

地

球

の

表

面

に

は

「

プ

レ

ど

横

ず

れ

し

ま

し

た

。

ー

ト

」

と

呼

ば

れ

る

岩

盤

が

福

岡

市

の

直

下

に

「

薯
固

ジ

グ

ソ

ー

パ

ズ

ル

の

よ

う

に

断

層

」

と

呼

ば

れ

る

断

層

が

敷

き

詰

め

ら

れ

あ

る

こ

と

は

よ

て

お

り

、

プ

レ

震

源

は

未

知

の

断

屑

v知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の

九
州
大
学
地
震
火
山
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー

ー
ト
同
士
は
互

い

に

押

し

合

い

地

震

の

影

響
で

警
固
断
層
が
動

清

水

洋

教

授

を
し
て
い
ま

す

。

そ

の

た

め

プ

レ

ー

ト

の

く

確

率

は

低

い

と

思

い

ま

す

境

目

に

近

い

場

所

で

は

頻

繁

が

、

市

民

も

行

政

も

災

害

へ

に

地

震

が

起

こ

り

ま

す

。

の

心

構

え

は

必

要

で

す

。

私

九

州

付

近

で

は

日

向

灘

に

た

ち

も

早

め

に

薯
告
で
き
る

こ

の

境

目

が

あ

り

、

福

岡

か

よ

う

調

査

を

進

め

て

い

き

ま

ら

は

離

れ

て

い

る

た

め

、

福

す

。

（

談

）

の
、
各
家
庭
へ
の
供
給
が
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
重
大
な

西浦
宮浦

回 二／回
回豆］

恒
五］亘］

岡
は
本
来
地
震
が
起
き
に
く

い
場
所
だ
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
福
岡
で
も
長
い
間
に
ひ

ず
み
は
少
し
ず
っ
た
ま
っ
て

い
き
、
限
界
を
超
え
る
と

「断
層
」
と
呼
ば
れ
る
割
れ

目
が
動
い
て
地
震
が
起
き
ま

す
。
―
つ
の
断
層
が
動
く
周

期
は
数
千
S
一
万
年
で
す
。

今
回
の
地
震
の
震
源
と
な

っ
た
の
は
、
今
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
海
底
の
断
層

地震発生当日の災害対策本部

市内の被害件数 (4月5日現在）

函 東 博多 中 央 南 城南早良 西※ 玄界島 計

人的 死亡 1 1 
被害 負 傷 62 147 180 45 22 75 94 10 635 
家屋 住 家 150 85 54 28 25 35 1,580 181 2,138 
被害 非住家 56 38 80 27 13 25 35 274 
がけ崩れ 10 1 1 3 2 3 19 39 
液状化 1 4 3 8 

※玄界島を除く。

被災者救援のため義援金を募っています
【受け入れ場所】各郵便局

【口座番号】 01740-:-0-24545 
【加入者名】福岡市災害対策本部

※5月31日まで、通常払込み・通常振替の料金が免除

されます。

市
は
今
後
、
被
害
へ
の
対

応
状
況
や
、
新
た
な
被
害
の

発
生
状
況
を
見
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
再
建
の

た
め
の
支
援
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

復
旧
支
援
の
状
況
な
ど

は
、
随
時
市
政
だ
よ
り
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
こ

覧
く
だ
さ
い
。

ー
ー
●
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
す
一
＿

_
-
「
眠
れ
な
い
」
「不
安
を
感
じ
る」
~
~
（
屋
根
の
修
理
な
ど
、
危
険
を
伴
う
一
＿

一
ー
な
ど
、
心
の
不
調
に
関
す
る
相
談
を
｝
え
空
作
業
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
）

f

i
~

一
一
電
話
で
受
け
ま
す
（
通
話
料
無
料
）
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―
-
※
子
ど
も
の
心
に
関
す
る
電
話
相
~
→
）
~
ま
す
。

.
9
.
 

一
一
談
は
、
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
．
▽
日
時
11月
S
金
曜
日
（
祝
日
を
―
―

除
く
）
午
前
九
時
半
S
午
後
五
時
▽
―
―

;
3
8
3
3
.
3
0
0
0
)
で

ニ

ニ

軽

一

気

一

場

所

11市
役
所
五
階
、
住
宅
政
策
課
―
―

—
—
四
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。
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臼
＂
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狂

し
た
。
同
本
部
は
、
こ
れ
ら
報
を
総
括
。
県
や
国
な
ど
の
入
れ
が
完
了
し
た
の
は
、
午

の
情
報
や
、
震
度
・
余
震
・
各
機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
前
零
時
の
こ
と
で
し
た
。

津
波
な
ど
地
震
に
関
す
る
情
な
が
ら
、
迅
速
に
全
市
的
な

-4
l

方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま
し

こ。f
 午

後
零
時
四
十
分
に
は
、

被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
玄
界
島
の

救
援
の
た
め
、
自
衛
隊
へ
の

派
遣
要
請
と
海
上
保
安
庁
へ

の
協
力
要
請
を
実
施
。
午
後

五
時
に
島
か
ら
の
避
難
を
開

始
し
ま
し
た
。
市
九
電
記
念

体
育
館
で
の
避
難
者
の
受
け

復
旧
支
援
を
本
格
化

〇 ダムの貯水率 92.61% (4月5日現在） ●平年値 72.70%
きようのダム状況をホームページ(www.city.fukuoka.jp/suidou/）で月～金曜日の

毎日更新し、紹介しています。 水道局総務課(ff483-3140 R482-1376) 


